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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 5日 (2006.6.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 、 こ の 実 施 の 形 態 に 示 す 分 離 板 １ ６ は 、 成 膜 ガ ス を 供 給 す る 成 膜 ガ ス 通
路 ４ ０ を 組 み 込 ん で あ る 。 成 膜 ガ ス 通 路 ４ ０ は 、 処 理 容 器 １ ５ の 円 周 上 の 所
定 の 位 置 に 設 け ら れ た 成 膜 ガ ス 供 給 ノ ズ ル １ ８ （ 図 １ 参 照 ） に 接 続 さ れ 、 成 膜 ガ ス を 成 膜
室 ２ ０ に 供 給 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 分 離 板 の 穴 ４ １ の 分 布 と し て は 、 中 央 部 に 対 し て 、 周 辺 部 は 約 １ ０ ％ 多 く 分
布 す る よ う に す る 。 た と え ば 、 中 央 部 に は 穴 は １ ０ ｍ ｍ ピ ッ チ で 設 け ら れ る の に 対 し て 、
周 辺 部 は 、 ９ ｍ ｍ ピ ッ チ で 設 け ら れ る 。 こ れ は 、 プ ラ ズ マ の 密 度 が 中 央 部 が 高 く 、 周 辺 部
が 低 い た め 、 こ れ を 補 う た め で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ３ は 、 分 離 板 １ ６ を 、 た と え ば 正 に 帯 電 し た ア ル ゴ ン Ａ ｒ + ガ ス が 通 過 す る 状 態 を 示
す 図 で あ る 。 な お 、 こ こ で は 、 成 膜 ガ ス 通 路 ４ ０ は 省 略 し て い る 。 図 ３ を 参 照 し て
、 ア ル ゴ ン Ａ ｒ + ガ ス が 穴 ４ １ を 通 過 す る と き に 、 穴 ４ １ の 壁 面 ４ ４ に 衝 突 す る 。 そ の と
き 、 分 離 板 に 負 の バ イ ア ス が 印 加 さ れ て い る と 、 ア ル ゴ ン Ａ ｒ + ガ ス が 中 和 さ れ て 、
中 和 さ れ た ア ル ゴ ン Ａ ｒ ガ ス と し て 成 膜 室 ２ ０ に 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に す る と 、 運 動 エ
ネ ル ギ ー を 保 持 し た ま ま で ア ル ゴ ン Ａ ｒ ガ ス を 成 膜 室 へ 供 給 で き る 。 そ の 結 果 、 処 理 速 度
を 上 げ る こ と が で き る 。 な お 、 こ の 中 性 化 は 不 活 性 ガ ス に 限 ら ず 、 プ ラ ズ マ 発 生 室 で 発 生
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し た 水 素 、 酸 素 、 窒 素 等 の ラ ジ カ ル に つ い て も 同 様 で あ る 。

(2) JP 2005-89823 A5 2006.7.20


	header
	written-amendment

